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事例2 Lefferts 東北タイ Dong Phong 村
1.調 査
対象
東 北 タイ 、Khon Kaen 県 Dong Phong 村 (以下DP村 と略 す 。1972年人 口701
人)
調査者




Lefferts, Jr., Hollace Leedom. Baan Dong Phong: Land Tenure and Social Organization in a 
      Northeastern Thai Village. A doctoral thesis submitted to University of Colorado.
     1974.
2.対 象の概要
地域の概況
「【事例1】 福井 ほか/東 北タイ/ド ンデーン村」を参照の こと。
対象集団の概要
DP村 は 、 Khon Kaen 市 の東 、約10㌔㍍。 東北 タイ を東流す るメコー ン川 の支
流チー川 の最 大の支 流 、




建設 によ り潅概 され るよ うにな つた。1923年以
前 には8家 族 が住 むだ けであ つたが、同年 に南方30㌔㍍ か ら29家族 が移 住 し、
実質的 な村 の創設 となつた。
3.調 査項目と方法
人 ロ
系図一家族 史調査 によつて、80人の女性 を祖先 とす る1,683人を、332の2世代
単位 に分 け、出生、死亡、移動、相続 、結婚暦を推計。
7
Lefferts 東北タイ Dong Phong 村Lefferts, 東北タイ Dong Phong村
土地資源
航空写真 に基づ いて、過去50年間 の土地所有 ・利用 単位168を識別 し、それ ぞ
れ について所有 ・利用に至る経緯 を調査。



































































表か ら明 らかな よ うに、 この村 は1930年代までは開拓移入 によ る人 口受容 村
であ り、その後 は人 口排出村である。 この転換 は、一人 当 り水 田面積 の定 常化
とほぼ時期的 に一致す る。前期の在村 人 口は主 と して移動 によ り、後期 の在村
人 口 と移 動量 は主 として 自然人 口増加率 によつて決定 されてい る。最近5年 間
については、稲作以外の生業 の影響 がある。
初期 の大水 田面積 は、労働 力、需要 を超 えるもので、人 口増加 に伴 つて最適
規模 とな つた。 この土地、労働 分配 の最適化は、相続慣行 を前提 と した世帯構
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5.コ メ ン ト
DP村 と 【事例1】 のDD村 とは、直線距離 に して20㌔㍍以下 しか離れ てお ら
ず 、 と もに Khon Kaen 市の郊外 にあ る。 二つの村 は、多 くの点 で共通 の特徴
を示 してい る。す なわ ち、上の表 に示 された点に関 してだ けで も、 ともに
na di
ha
に よる開拓村 で あ り、人 口増加率 と移入 ・移 出の動向 と、一人 当た り水
田面積 の消長 との関係 は、まつた くとい つて よいほ ど類似 してい る。 また 、近
親世 帯間相互扶助 と家族周期 の関係、それ らの米生産 ・消費にお ける機能 につ
いて も、ほぼ同 じ見解 である。 この よ うな一致 あるいは類似 は、少 な くともこ
れ らの諸 点に関 しては、それ らが Khon Kaen 周辺のラーオ社会においてかな
り一般的であ ることを示唆す る。
しか し、二つ の村 の間の相違点 もある。DP村 の方 が よ り Khon Kaen 市の通
勤圏 に入 つたのが早 い と思われ る し、また、灌概が始 ま つてい る。 前者 にお け
る1970年代以降 の移 出者数 の低下、一人 当た り水 田面積 の低 下な どが、それ を
物語 つてい る。
興 味 あ るこ とは、DP村 で もい まだ無灌概 で 、避 妊 も行 われ て いな か つた
1950年代後半か ら1960年代にか けて、 出生力が低 下 してい るこ とである。DD村
で も、第2次 大戦後 の しば らくの間、出生率が低下 したかにみ えたが、その理
由は明 らかでなか つた。両村で ともに、水 田面積 の拡大 が止み 、移 出者数 が最
大 とな る時期 、出生力が低下 した とすれ ば、在村人 口増加の負 の フィー ドバ ッ
クがあつたことにな る。
(福井捷朗記)
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